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平成 29 年６月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28年８月 12日に公表いたしました平成 29年６

月期（平成 28年７月 1日～平成 29年６月 30日）の連結業績予想を下記のとおり修正すること

といたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 29 年６月期連結業績予想の修正 

（1）平成 29 年６月期連結業績予想数値の修正（平成 28 年７月１日～平成 29年６月 30日） 

                                   （単位：百万円） 

 

 

 

 

売上高 

 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 11,963 244 244 132 77.29 

今回修正予想(B) 11,618 30 74 106 62.03 

増減額（B-A） △345 △214 △170 △26 △15.26 

増減率（％） △2.8 △87.7 △69.6 △19.7 △19.74 

（ご参考）前期実績 

（平成 28年６月期） 

9,747 

 

128 64 14 8.52 

 

（2）修正理由 

 売上高は、主力のアウトソーシング事業において、自動車・輸送機器関連、住設関連、食品

関連分野を中心に堅調に推移する見通しであります。 

営業利益は、厳しい採用環境のなか、以下の理由により特別利益が発生する見込みとなった

ことから、来期以降の成長を見据え、戦略的に採用費を積極的に投下し人員採用配置を強化し

ていること、また主に医療・医薬機器分野において受注に対する適正な人材採用及び人材確保

と配置が進まず、生産能力の適正維持ができなかったことから原価率が上昇し、売上総利益を

確保できず、計画を下回る見通しとなりました。 

当期純利益は、消費税等簡易課税差額収入 99 百万円が特別利益として発生する見込みとなり

ました。 

この結果、売上高は 116 億 18 百万円（計画比 2.8％減）、営業利益 30 百万円（計画比 87.7％



減）、経常利益 74 百万円（計画比 69.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益 106 百万円（計

画比 19.7％減）となる見込みであります。 

 

２．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 

 

  平成 28 年８月 12 日に公表いたしました平成 29 年６月期（平成 28 年７月 1日～平成 29 年

６月 30 日）の配当予想に関しましては、変更ありません。 

 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。  

        

以 上 


